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令和7年度 NO.20
公立みつぎ総合病院
緩和ケア病棟

～患者さまとご家族の「かけがえのない時」を支える緩和ケア病棟～
　当院の緩和ケア病棟は、６床という小さな規模で、地域に寄り添い療養生
活を支えている温かい病棟です。
　ここでは、医師、看護師、公認心理師、リハビリ療法士、薬剤師、管理栄
養士、歯科衛生士といった多職種専門チームとホスピスボランティアが一丸
となり、全人的なサポートを提供しています。毎週カンファレンスを行い、
多職種で情報を共有しながら、一人ひとりに合わせた最善のケアを検討し実
行しています。また、病棟内だけでなく、地域やご自宅での療養を支える外
来や訪問看護とも密接に連携し、患者さまの望む場所で途切れることのない
サポートを提供しています。
　緩和ケア病棟の役割は、身体的な苦痛の緩和にとどまりません。病棟スタッフは、患者さまとご家
族が、その人らしく心穏やかに過ごせるよう心のケアや生活の質の向上にも力を注いでいます。その
一環として、季節の移ろいを身近に感じていただけるような様々な行事を企画し開催しています。
　先日、病棟を訪れた際、患者さまがご家族と一緒に季節の音楽に耳を傾け、笑みを交わし、穏やか
な時間を共有されている様子を拝見しました。患者さまやご家族が抱える思いは深く、ときに複雑な
ものがあると思います。しかし、苦しみや不安を分かち合い、安らぎを「共に」感じられるこのよう
な時間は、何ものにも代えがたい大切なものではないでしょうか。緩和ケア病棟は、皆さまの大切な
時間を支えていく場所でなければなりません。この「かけがえのない時」を提供し続けることが、緩
和ケア病棟の重要な役割の一つだとあらためて実感しました。
　私は、今年度４月に看護部長を拝命いたしました。これからも、患者さまとご家族、そして病棟ス
タッフが心を通わせる温かい病棟であり続けられるよう、病棟運営を支えてまいります。何かござい
ましたら、いつでもお気軽にご相談ください。
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新スタッフ紹介新スタッフ紹介

　私は臨床心理士として、
患者さまやご家族の心に
寄り添っています。病棟
では、花の咲くテラスで
過ごしたり、お抹茶や
コーヒーを楽しんだり、
ボランティアさんが届け
てくださる日常の風に心
和むひとときがあります。
そんな時間が、その人ら

しさを思い出すきっかけになることもありま
す。ご家族が気持ちに押しつぶされそうなと
きには、お話を聴くことも大切な役割です。
私が大切にしているのは、安心して気持ちを
表せる場をともにつくり、人生のものがたり
を尊重しながら、心が少し軽くなる瞬間を一
緒に見つけていくことです。

　緩和ケア病棟では、患
者さまやご家族の方々が
少しでも心和むひと時を
過ごしていただけるよう、
お部屋やデイルーム、テ
ラスなど様々な場所で、
その時々の心身の状態に
合わせながら、馴染みの
歌や思い出の曲などを
歌ったりバイオリンの生
演奏を聴いていただいた

りしています。
　日々、患者さまやご家族の皆さまに音楽を
お届けする中で教えていただいたこと、そ
れはたった1曲が患者さまやご家族にとって
は大切な1曲であること、残されたご家族に
とって特別な1曲になるということです。
　これからも1曲1曲を大切にしながら、患者
さまやご家族の心に寄り添える音楽の提供が
出来るよう努めてまいりたいと思います。

臨床心理士·公認心理師
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　入院中のご主人の好きな「水戸黄門」の曲をティーサービスの時に演奏したいと、ハーモニカの
上手な奥さまの希望で私も一緒に吹かせて頂きました。「この紋所が目に入らぬか～」と笑顔のご主
人が手作りの印籠を掲げて、スタッフの方たちの暖かい拍手を受け、バンバババ・バン♬と奥さま
の演奏から始まりました。嬉しそうなご両親の姿を見た娘さんが「ここではこんな事が出来るの？」
と驚かれました。
　以前、日野原重明先生が御調町で講演された時「福祉の町の、日本一小さいホスピス病棟ですが、
市民の皆さんは誇りにしてください」とおっしゃいました。
　日本一小さいホスピス病棟（？）ならではの温かく家庭的な雰囲気に、患者さんとご
家族は心穏やかに大切な時を過ごされるのでしょうね。
　私は患者さんの優しさに励まされて、感謝しながらボランティアをしています。

「ティーサービスボランティア」 ボランティア　山根 輝子

①緩和ケアはいつ頃かかればいいの？
癌と診断された時から緩和ケアは始まります。
かかりつけ医と相談していただき、当院へ紹介
状をお願いしてください。

②自宅へ退院した後のかかわりは？
退院前に在宅部門と連携を取り必要なサービス
の調整をおこないます。
ご自宅で不安に思われること、どうしたらいい
のか迷われた時には緩和ケア病棟にご連絡くだ
さい。相談を承ります。

③面会はどうなっているの？
現在面会は親族の方のみとさせていただいています。
お子様の面会は小学生以上です。
ペットも事前に調整
させていただき可能
な限り面会していた
だいています。
面会時間につきまし
てはお問い合せいく
ださい。

皆さまからのご質問について皆さまからのご質問について

　今年度から、緩和ケア病棟を担
当させていただくことになりまし
た。
　緩和ケア病棟では、一人ひとり
のお口の状態に応じた専門的口腔
ケアを行っています。
　お口の中を清潔に保つことは
「食べる」「話す」といった日常の
楽しみを支えるだけでなく、お口
の渇きなどの不快感を軽減させ、
その人らしく穏やかに過ごしてい
ただくことに繋がる大切なケアだ
と感じています。
　今後も多職種と連携し、患者さ
まやご家族の思いに寄り添った丁
寧な口腔ケアを心がけてまいりま
す。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

　今年度4月から約２年ぶりに訪
問看護ステーションへ配属となり
ました。
　訪問看護は、緩和ケア病棟から
退院される方の状態に合わせた在
宅支援も行っています。
　病院から自宅での療養は、ご本
人さまはもとより介護されるご家
族の不安も強いと思われます。気
持ちに寄り添ったケアや助言・提
案を行い、痛みやしんどさに対し
て医師や病院などの多職種で連携
を取りながら、より良い在宅療養
をご支援していきたいと思います。
よろしくお願いいたします。

　令和6年４月から緩和ケア病棟
を担当しております。患者さまや
ご家族の皆さまに安心して過ごし
ていただけるよう、お薬の面から
サポートさせていただきます。痛
みや吐き気、眠れないなどのお悩
みに対して、多職種と連携をとり
ながら一人ひとりに合った治療を
一緒に考えます。ときには病棟の
イベントに、音楽療法士とともに
楽器演奏で参加し、楽しいひとと
きを一緒に過ごさせていただいて
います。
　チームの一員として「その人ら
しい時間」を支えるお手伝いがで
きればと思っております。どうぞ
よろしくお願いいたします。

　ホスピスに入院させてもらい見舞いでどんな言葉をかければ
いいのかわわからない時、看護師さんに「ベッドの傍にいても
らうだけでいいですよ」と励ましてもらいました。命が限られ
たことを自覚せざるを得ない人に、自分はどうあるべきかを考
えさせられた時間でした。そのことを仕事としている方の働く
姿や言葉は、私にとってかけがえのない存在となりました。残
る人生1日1日を大切にしたいと思っています。 A・O様

　令和７年４月から緩和ケア病棟に配
属になりました。
　緩和ケア病棟は看取りのイメージが
ありましたが、実際は疼痛コントロー
ルをし、退院される患者さまもおられ
ることを知りました。
　また、患者さま一人ひとり、精神
面・身体面で状況が異なり、日々状態
が変化していかれる中で、患者さまや
ご家族への声かけ一つで、不安が緩
和されます。日々の関わりやコミュニ
ケーションや、そこから得られる信頼
関係の大切さを実感しています。
　患者さまやご家族への関わり方など
で悩むこともたくさんあり、日々学ぶ
ことばかりですが、緩和ケア病棟で
過ごされる方々の苦痛や不安が緩和さ
れ、より良い時間を過ごしていただけ
るよう、努めていきたいと思います。
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な時間は、何ものにも代えがたい大切なものではないでしょうか。緩和ケア病棟は、皆さまの大切な
時間を支えていく場所でなければなりません。この「かけがえのない時」を提供し続けることが、緩
和ケア病棟の重要な役割の一つだとあらためて実感しました。
　私は、今年度４月に看護部長を拝命いたしました。これからも、患者さまとご家族、そして病棟ス
タッフが心を通わせる温かい病棟であり続けられるよう、病棟運営を支えてまいります。何かござい
ましたら、いつでもお気軽にご相談ください。

緩和ケア病棟スタッフ

副院長兼看護部長

室
むろ

 谷
たに

　伸
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 子
こ

月に１度の抹茶サービス月に１度の抹茶サービス バルコニーのひまわりがバルコニーのひまわりが
綺麗に咲きました綺麗に咲きました

患者さまが生け花を患者さまが生け花を
してくださいましたしてくださいました

ひな祭りイベントひな祭りイベント

患者さんと患者さんと
ひまわりの種をひまわりの種を
植えました植えました

ボランティアさんのボランティアさんの
ハーモニカとギター演奏にハーモニカとギター演奏に
癒されます癒されます

ミニキッチンでご家族がミニキッチンでご家族が
お蕎麦を茹でていますお蕎麦を茹でています

ミニキッチン（そば）ミニキッチン（そば）

お誕生日のお祝いはお誕生日のお祝いは
大変喜ばれます大変喜ばれます

クリスマスクリスマス
コンサートコンサート

病病棟棟のの
ひひととココママ

病棟の
ひとコマ


